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I
ズ
‖

籠
鰯
「
さ
く
ら
サ
イ
エ
ン
ス
プ
ラ
ン
」
友
情
と
感
激

第
9
 
1
回

科
学
技
術
振
興
桜
橋
丁
S
丁
一
か
ら
の
活
動
報
告

※
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土
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-
難
く
∴
躾
̃
※
-
′
淡
く
∴
潔
く
り
塞
̃
遊
子
工
淡
く
・
蒸

南
米
コ
ロ
ン
ビ
ア
か
ら
博
大
の
高

と
私
人
の
大
学
生
等
計
0
0
人
を
招

稽

1
.
は
じ
め
に

ア
ジ
ア
の
優
秀
な
青
少
年
を
日
本
に
招
き
、
最
先

端
の
科
学
技
術
に
触
れ
て
い
た
だ
く
目
的
で
J
S
T

が
推
進
し
て
い
る
「
さ
く
ら
サ
イ
エ
ン
ス
プ
ラ
ン
」

事
業
は
、
2
0
1
4
年
度
に
ア
ジ
ア
の
1
4
カ
国
連
を

対
象
に
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
ゥ
翌
年
の
2
0
1
5
年

度
に
は
イ
ン
ド
を
加
え
て
1
5
カ
国
と
な
り
、
さ
ら
に

2
0
1
6
年
度
は
中
央
ア
ジ
ア
や
、
太
平
洋
の
畠
し

ょ
国
の
国
々
な
ど
を
加
え
て
謎
カ
国
と
な
り
、
壊
階

的
に
拡
大
し
て
き
ま
し
た
。
(
※
国
に
は
地
域
も
含

み
ま
す
。
)

そ
し
て
こ
れ
ま
で
、
さ
く
ら
サ
イ
エ
ン
ス
プ
ラ
ン

の
目
的
や
日
本
の
科
学
技
術
外
交
な
ど
の
観
点
か
ら
、

努
屋
途
上
国
を
中
心
に
対
象
国
の
拡
大
を
進
め
て
き

ま
し
た
が
、
本
年
3
月
に
実
施
さ
れ
た
、
I
S
T
中

国
総
合
研
究
交
流
セ
ン
タ
ー
の
ア
ド
パ
イ
サ
リ
1
委

員
会
と
ス
テ
ア
リ
ン
グ
コ
ミ
ッ
テ
ィ
に
お
い
て
、
2

0
1
8
年
度
に
は
、
南
米
譜
国
も
対
象
と
す
る
こ
と

を
目
指
す
こ
と
と
し
、
ま
た
、
南
米
措
国
が
日
本
か

ら
遠
く
離
れ
て
い
る
こ
と
や
使
用
言
語
が
ス
ペ
イ
ン

語
や
ポ
ル
ト
ガ
ル
語
で
あ
る
こ
と
な
ど
か
ら
、
2
0

1
1
年
斑
に
試
験
的
に
コ
ロ
ン
・
ビ
ア
か
ら
招
へ
い
し
、

そ
の
経
験
を
2
0
1
8
年
度
以
降
の
取
組
み
に
反
映

し
て
い
く
、
と
い
う
方
針
が
決
定
し
ま
し
た
。
二
」
れ筑波大学報賞科学研究センターにて

を
受
け
J
S
T
は
、
本
年
6
月
蝕
日
か
ら
7
月
1
日

に
か
け
て
、
コ
ロ
ン
ビ
ア
か
ら
高
枕
生
(
1
6
人
)
、

大
学
生
(
8
人
)
と
そ
の
引
華
者
の
合
計
0
0
人
を
紹

へ
い
し
ま
し
た
。

2
.
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
内
容

コ
ロ
ン
ビ
ア
の
学
生
た
ち
ば
6
月
蝕
日
(
土
)

に

成
田
に
到
着
し
ま
し
た
。
地
球
の
反
対
側
か
ら
遠
路

は
る
は
る
来
日
し
ま
し
た
が
、
疲
れ
を
見
せ
る
こ
と

な
く
、
初
日
か
ら
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
参
加
し
ま
し
た
。

①
大
学
訪
問
へ
筑
波
大
学
、
東
京
工
楽
大
学
、
上
智

大
学
)コ

ロ
ン
ビ
ア
か
ら
の
一
行
は
6
月
沈
日
(
火
)

に

筑
波
大
学

(
高
校
生
お
よ
び
大
学
生
)
、
関
目

(
水
)

に
上
智
大
学
(
大
学
生
の
み
)
、
2
9
日

(
木
)

に
東
京
工
業
大
学
(
大
学
生
の
み
)
を
訪
問

し
ま
し
た
。
各
大
学
で
は
、
英
語
で
学
べ
る
カ
リ
キ

ユ
ラ
.
ム
や
留
学
釧
度
、
ま
た
奨
学
金
制
度
に
つ
い
て

説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

筑
波
大
学
で
は
大
学
院
に
在
籍
中
の
ペ
ル
ー
出
身

の
留
学
生
か
ら
、
直
接
ス
ペ
イ
ン
語
で
大
学
の
概
要

を
説
明
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ラ
ン
チ
タ
イ
ム
に

は
他
の
南
米
か
ら
の
留
学
生
も
加
わ
り
、
日
本
で
の

留
学
生
活
な
ど
に
つ
い
て
活
発
な
意
見
交
換
が
行
わ

れ
ま
し
た
。
学
内
見
学
で
は
、
筑
波
大
学
計
算
科
学

研
究
セ
ン
タ
ー
を
訪
問
し
、
最
新
の
超
高
速
シ
ミ
ュ

レ
ー
シ
ョ
ン
お
よ
び
大
規
模
デ
ー
タ
解
析
を
中
心
と

す
る
研
究
の
紹
介
が
あ
り
ま
し
た
。

②
高
校
訪
問

高
校
生
グ
ル
ー
プ
は
6
月
2
9
日
へ
木
)

に
、
さ
い

だ
ま
市
立
大
吾
北
高
校
を
訪
問
し
ま
し
た
。
同
校
は

2
0
1
6
年
度
か
ら
5
年
間
、
S
S
H
(
ス
ー
パ
ー

サ
イ
エ
ン
ス
ハ
イ
ス
ク
ー
ル
)
に
指
定
さ
れ
て
い
ま

す
。
今
回
、
コ
ロ
ン
ビ
ア
か
ら
理
系
の
高
殺
生
を
迎

え
ろ
と
い
う
こ
と
で
、
理
教
科
の
生
徒
さ
ん
が
積
極

的
に
参
加
し
て
交
流
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
実
施
し
ま
し
た
。

到
着
し
て
ま
ず
、
コ
ロ
ン
ビ
ア
の
高
雄
生
は
書
道

を
体
験
し
ま
し
た
。
「
桜
」

「
日
本
」
な
ど
の
手
車

を
見
な
か
ら
書
き
始
め
、
慣
れ
て
き
て
か
ら
は
自
分

の
名
前
や
高
校
名
を
カ
タ
カ
ナ
で
善
い
た
り
し
て
、

筆
を
奪
い
合
う
ほ
ど
に
柴
し
ん
で
い
ま
し
た
。

午
後
に
は
小
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
て
「
ペ
ー
パ
ー

ダ
イ
ア
コ
ン
テ
ス
ト
」
を
行
い
ま
し
た
。
4
メ
ー
ト

ル
の
高
さ
の
ロ
ー
プ
に
紙
を
通
し
て
、
フ
ロ
ア
に
落

ち
る
ま
で
愚
も
蒔
田
が
か
か
っ
た
グ
ル
ー
プ
が
優
勝

で
す
。
グ
ル
ー
プ
毎
に
唾
擬
や
空
気
抵
抗
を
考
庶
し

な
か
ら
紙
の
デ
ザ
イ
ン
を
ど
う
す
る
か
真
鯛
に
話
し

合
っ
て
い
ま
し
た
。

全
て
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
終
了
し
、
一
行
が
枚
門
を

出
る
と
き
に
は
、
日
本
の
高
検
生
た
ち
が
花
道
を
作

っ
て
1
人
ひ
と
り
見
送
り
、
パ
ス
が
見
え
な
く
な
る

ま
で
手
を
寂
っ
て
く
れ
た
こ
と
に
昏
睡
赦
し
て
い
ま

し
た
。

■
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③
研
究
拓
設
訪
問

神
目
(
火
)

の
高
エ
ネ
ル
ギ
ー
加
速
器
研
究
機
構

(
K
E
K
)
訪
問
で
は
、
広
大
な
地
下
空
間
に
広
が

る
大
型
放
射
光
髄
控
を
見
学
し
、
最
新
の
加
速
器
毅

術
や
測
定
轟
技
術
に
つ
い
て
説
明
を
受
け
、
{
膏
の

起
源
、
物
質
や
生
命
の
根
源
の
探
求
に
つ
な
が
る
研

究
内
容
に
営
、
強
い
関
心
を
示
し
て
い
ま
し
た
。

ま
た
、
効
目
(
水
)

に
は
千
楽
市
稲
毛
に
あ
る
放

射
線
医
学
聡
各
研
究
所
(
放
匠
研
)
を
見
学
し
、
恵

粒
子
鯨
を
用
い
た
最
新
の
が
ん
治
藤
に
関
す
る
医
学

研
究
や
、
万
が
一
に
備
え
る
緊
急
稜
ぼ
く
に
関
す
る

匪
覿
現
場
で
使
わ
れ
る
診
断
演
壇
等
に
触
れ
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。
体
内
に
取
り
込
ん
だ
放
射
性
物
質

を
計
る
轟
丑
を
夷
陳
に
体
験
し
、
も
ち
ろ
ん
問
題
が

無
い
こ
と
を
確
認
す
る
こ
と
で
、
放
射
線
医
学
を
身

近
に
学
べ
る
良
い
機
会
に
な
り
ま
し
た
。

④
外
務
省
表
敬
訪
問

2
8
日
(
水
)
に
は
的
人
の
グ
ル
ー
プ
が
外
務
省
を

訪
問
し
、
中
南
米
局
高
瀬
寄
居
.
長
を
表
敬
し
ま
し
た
。

局
長
よ
り
日
本
と
ラ
テ
ン
ア
メ
リ
カ
諸
国
は
「
共
に

こ
と
、
日
本
は
コ
ロ
ン
ビ
ア
の
平
和
交
渉
プ
ロ
セ
ス

を
支
毅
し
て
き
た
こ
と
、
今
回
の
訪
問
が
有
意
譲
な

も
の
に
な
る
こ
と
を
期
待
す
る
こ
と
な
ど
が
語
ら
れ

ま
し
た
。
ま
た
、
コ
ロ
ン
ビ
ア
倒
か
ら
は

「
来
日
は

幼
い
こ
ろ
か
ら
の
夢
だ
っ
た
」
、
「
日
本
の
大
学
へ

の
進
学
の
意
を
高
め
た
」
な
ど
の
発
言
が
続
き
ま
し

た
。

⑤
駐
日
コ
ロ
ン
ビ
ア
大
使
館
ウ
ジ
ョ
ア
領
事
表
敬

5
0
日

(
金
)

に
は
駐
日
コ
ロ
ン
ビ
ア
大
使
館
ホ

モ
・
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
"
デ
ィ
ア
ス
ー
ウ
ジ
ョ
ア
領
事

を
表
敬
し
ま
し
た
。
領
事
か
ら
学
生
に
向
け
、
「
内

戦
も
終
わ
り
平
和
が
達
成
さ
れ
た
今
、
コ
ロ
ン
ビ
ア

に
必
要
な
の
は
科
学
技
術
の
発
展
で
あ
る
。
日
本
で

は
平
和
を
得
た
の
ち
に
科
学
技
術
が
め
ざ
ま
し
く
発

展
を
遂
げ
た
。
コ
ロ
ン
ビ
ア
で
は
碧
い
世
代
が
こ
れ

か
ら
の
国
造
り
の
礎
で
あ
る
」
と
励
ま
さ
れ
、
一
行

の
今
後
の
活
躍
と
両
国
間
の
協
力
の
進
展
へ
の
期
待

が
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

3
.
む
す
び

招
へ
い
し
た
コ
ロ
ン
ー
ピ
ア
の
高
校
生
や
大
学
生
は

皆
、
優
秀
で
、
穣
檻
的
に
日
本
の
科
学
技
術
を
体
験

し
ょ
う
と
し
て
い
ま
し
た
。
日
本
を
発
つ
日
に
は
、
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「
日
本
と
い
う
団
を

知
る
こ
と
が
で
き
て

華
道
だ
っ
た
。
枠
来
、

是
非
日
本
に
留
学
し
.

日
本
と
コ
ロ
ン
ビ
ア

の
架
け
碇
に
な
り
た

い
」
と
語
っ
た
学
生

も
い
ま
し
た
。

コ
ロ
ン
ビ
ア
の
学

生
は
坊
間
先
等
で
の

対
応
に
は
英
語
で
基

本
的
に
は
問
題
が
あ

り
ま
せ
ん
で
し
た
が

生
活
上
の
細
か
い
注

意
事
項
な
ど
は
ス
ペ

イ
ン
霜
で
説
明
す
る

こ
と
が
よ
り
適
当
で

あ
る
、
な
ど
の
知
見

を
得
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
こ
の
よ
う

な
経
験
を
来
年
度
以

降
の
さ
く
ら
サ
イ
工

活ン
かス
プ
ラ
ン
亭
粟
に

し

て

い
き
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

ま
た
、
今
回
の
特

大別
プ
ロ
グ
ラ
ム
は

学
や
研
究
綬
関
な

ど
の
関
係
者
の
宙
槌

の
多
大
な
る
ご
協
力
、

ご
支
授
に
よ
り
実
施

す
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
深
く
御
礼
申

し
上
げ
ま
す
。


